










































Classification of Impairments, Disabilities and Handicaps） で は な くICF
（International Classification of Functioning, Disability and Health） モ デ
















































































































































































































































































































































































































































Classification of Impairments, Disabilities and Handicaps）に代わり、新たにICF
















②意図的な感情表出 （Purposeful expression of feelings）
③統制された情緒的関与 （Controlled emotional involvement）
④受容 （Acceptance）
⑤非審判的態度 （The nonjudgmental attitude）
⑥利用者の自己決定 （Client self-determination）
⑦秘密保持 （Confidentiality）














［註５］ （「Report of the United States Education Mission to Japan submitted the 
Supreme Commander for Allied Powers, 1946」） 村井実訳「アメリカ教育使節団
報告書」講談社 1979年 34頁














































る。（山下英三郎他編「スクールソーシャルワーク論」 学苑社 2008年 14頁）
［註12］ 文部科学省による「スクールソーシャルワーカー実践活動事例集」および 「スクー
ルカウンセラー実践活動事例集」には、各都道府県におけるSSWr・SCrの任用
資格を含む、年度ごとの取り組み内容が記載されている。
　　　　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/1302910.htm
［註13］ チームマネジメントについて、山王病院心療内科の村上正人医師は、かつて自
身が所属していた日本大学板橋病院緩和ケアチームにおける臨床実践から、「多
職種が連携・情報共有しながら支援する水平型のチーム医療」を提示している。
ここで村上が提示している「水平型のチーム医療」こそが真に目ざされるべき
マネジメントである。（村上正人「医療・精神医療システムにおけるチーム医療
と公認心理師の役割、連携の実際」2019年３月15日・公認心理師現任者講習会
配付資料）
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